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			English
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		同志社大学社会学部（社会学科）立木茂雄の教育活動、最近の研究や社会的活動に関する著作物をお届けします。
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		最近の研究
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				災害研究
																	
						立木茂雄, 「なぜ、今」災害対応・新ステージなのか②—全天候型の福祉実践が求められている
																
	
					月刊福祉, 2024年4月号, 60-63.				


			
				災害研究
																	
						立木茂雄, 「なぜ、今」災害対応・新ステージなのか①—未知のものを既知化する事業継続マネジメントの重要性
																
	
					月刊福祉, 2024年3月号,  60-63.				


			
				災害研究
																	
						Longitudinal impacts of pre-existing inequalities and social environmental changes on life recovery: Results of the 1995 Kobe Earthquake and the 2011 Great East Japan Earthquake recovery studies
											
										
	
					International Journal of Mass Emergencies and Disasters, 41(1), First published on line September, 5, 2023				


			
				災害研究
																	
						立木茂雄, 災害も視野に入れた全天候型のソーシャルワークの課題と展望—雨天のソーシャルワーク、晴天のソーシャルワークではなく、1つのソーシャルワーク過程が存在する—
																
	
					社会福祉研究（鉄道弘済会）, 146号, 2023年4月, 24-36.				


			
				災害研究
																	
						科学研究費基盤研究（A）「インクルーシブ防災学の構築と体系的実装」（2017〜2021年度）Web版研究成果報告書
																
	
					2023年6月16日				
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		略歴
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		1955年兵庫県生まれ。1978年関西（かんせい）学院大学社会学部卒。同社会学研究科修士課程修了後、1980年よりカナダ政府給費留学生としてトロント大学大学院に留学。MSW（マスター・オブ・ソーシャルワーク)ならびにPh.D.(ドクター・オブ・フィロソフィー)修得。1986年より関西学院大学社会学部専任講師・助教授・教授を経て2001年４月より現職。

			専門は福祉防災学・家族研究・市民社会論。とくに大災害からの長期的な生活復興過程の解明や、災害時の要配慮者支援のあり方など、社会現象としての災害に対する防災学を研究。
		もっと詳しく
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